
〔
ふ
る
さ
と
の
宝
№
２
〕

奥
湯
谷
の
観
音
堂

こ
の
観
音
堂
は
、
奥
湯
谷
金
倉
弘
美
さ
ん
宅
前
の
川
向
こ
う
に
安
座

さ
れ
て
い
る
。（
金
倉
と
は
鉄
倉
庫
を
意
味
す
る
屋
号
）

こ
の
地
は
、
櫻
井
家
五
代
の
源
兵
衛
利
吉
が
享
保
十
五
年
（
一
七
三

〇
）
頃
か
ら
七
年
間
た
た
ら
を
吹
き
、
そ
の
後
、
約
四
十
年
を
休
み
、

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
か
ら
約
八
年
間
、
再
び
た
た
ら
を
創
業
し
た

場
所
で
あ
る
。（
こ
の
地
は
一
山
超
え
る
と
奥
内
谷
の
た
た
ら
場
に
つ

な
が
っ
て
い
た
）

た
た
ら
製
鉄
の
た
め
に
は
多
量
の
木
炭
を
必
要
と
し
た
た
め
、
付
近

の
山
林
の
多
く
が
伐
採
さ
れ
、
牛
馬
を
育
て
る
牧
場
と
し
て
利
用
で
き

た
。
当
時
一
年
間
の
た
た
ら
操
業
の
為
に
は
、
樹
齢
三
十
年
以
上
の
山

を
百
五
十
町
歩
必
要
と
し
た
。

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
頃
、
全
国
的
に
牛
馬
の
悪
い
疫
病
が
大
流

行
し
、
当
然
奥
湯
谷
に
お
い
て
も
相
当
数
の
牛
馬
が
そ
の
病
に
た
お
れ
、

又
事
故
死
し
た
数
も
相
当
数
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
源
兵
衛
利
吉
が
発
願
し
、
馬
頭
観
音
様
を
安
置
し
て
牛
馬

の
安
全
と
吉
祥
を
祈
願
し
た
の
が
こ
の
お
堂
で
あ
り
、
安
永
五
年
丙
申

（
一
七
七
六
）
九
月
二
十
五
日
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
年
の
御
供
養
は
、
金
倉
家
が
春
秋
の
彼
岸
や
お
盆
に
清
掃
し
て
お

供
え
を
あ
げ
、
丁
寧
に
御
供
養
さ
れ
て
い
る
。

馬頭観音


